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（１）

いよいよ判決日が決まり四年

間の運動の成果を確認する日がやっ

てきました。

10月11日の判決で、裁判所が国

側の基地騒音対策をどのように裁

くのか、被害救済をどのように果

たそうとするのか、多くの原告と

支援の方々の傍聴・参加で確認し

ようではありませんか。

７月１９日，私たち原告団は，東京地方裁判

所立川支部に公正判決を求める署名を提出しま

した。同日は２，５００名分の署名を獲得でき，

これは既にご報告しました原告団の署名獲得に

向けた努力のたまものです。同日は署名の提出

とともに，口頭弁論終結後も続く騒音被害に関

する資料が原告団長によって提出されました。

さらに，９月５日にも３，７４１名分の署名を

提出することができました。これで合計６，２

４１名分の署名を提出することができ，

いよいよ判決は，１か月後(１０月１１日)に

迫りました。私たちの念願である航空機騒音の

差止めや，差止めが認められるまでの将来の損

害賠償請求，７０Ｗの原告の被害救済など，こ

れまで原告団が主張立証してきた争点について

の判断が、どのように下されるのか，裁判にお

ける活動だけでなく，地域社会に向けて取り組

んだ我々の署名活動も裁判官にきちんと届け，

公正な判断が出るよう期待するばかりです。

原告、支援者、支援団体の皆さんは９時３０分にお集まり
下さい。
当日は裁判所から傍聴整理券が配布される予定です。大型裁
判の判決期日となりますので、マスコミの取材も多数あると
予想されます。混乱の無いように原告団、弁護団の指示に従っ
て下さるようお願いします。

裁判所内は撮影は一切禁止となっているた
め、提出後、外で撮影しました。提出に参
加したみなさんです。
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７０Ｗ地域の被害の主張
【 弁護士 富田 隼 】

１．本訴訟には、平成17

年のコンター見直しで、

コンター外となった地域

に住む方も原告（以下コ

ンター外の地域に居住す

る原告の方を「７０W原

告」といいます。）に加

わっております。

被告は、平成１７年のコンター見直しは、平成

１５年の騒音調査で、騒音状況が改善している

との結果が得られたことに基づいて行われたも

のであり、コンター外となった地域には違法な

騒音被害が生じていない旨の主張をしています。

２．しかしながら、平成１５年の調査では、捕

捉しきれていない飛行騒音が膨大な数に上ると

考えられます。また、地上音、低周波音、夜間

騒音も正確に捕捉されておりません。これらの

ことから、平成１７年に告示された現コンター

は、最小限度の騒音被害を反映したものに過ぎ

ず、実際には、より広範な地域で騒音被害が生

じていると主張しております。

３．また、７０W原告のうち、５名の方は、原告

本人尋問で、直接裁判所に対し、騒音被害を訴

えました。その結果、コンター内の原告と同様

の、多岐にわたる深刻な被害が生じており、か

つ、これらの被害は、平成１７年のコンター見

直しの前後で、全く変化がないことが明らかに

なったことを詳細に主張しております。

４．そもそも、我が国では、４０年以上も前に、

航空機の騒音について、人の健康を保護し、生

活環境を保全するために、７０W以下にすること

を求める環境基準が設定されています。

被告は、この７０W以下という環境基準値につ

いて、努力目標に過ぎず、違法性の判断におい

て影響しない旨の主張をしています。

しかし、環境基準が、当時の科学的知見を踏

まえて設定されたこと、また、達成期間や数値

が具体的に定められていることから、単なる努

力目標でないことは明らかです。また、過去に

他の軍用基地周辺で行われた騒音被害の調査に

おいても、７０W以上の地域から騒音被害が生じ

ていることが科学的に明らかにされました。さ

らに、横田基地周辺では、コンター外の地域も

含めて、WHOのガイドライン値（Lnight,outside

４０デシベル）を超える夜間騒音が発生してい

ることが明らかとなりました。これらのことか

らしても、７０W原告にも、違法な騒音被害が生

じていると主張しております。

国の「危険への接近」の
主張に対する反論

【 弁護士 山本 英司 】

１. 国は、昭和４１年

１月１日以降、あるいは、

遅くとも平成６年１月１

日以降にコンター内に転

入してきた原告に対して、

「危険への接近」法理に

より、損害賠償を行う必

要はない、あるいはその

賠償額は減額されるべきだという主張を行って

います。

これらの基準日においては、既に基地周辺の

騒音が社会問題となっていたのであり、コンター

内に転入する原告は、騒音問題を知っていたか、

あるいは当然に知っているべきであったので、

損害賠償が認められなかったり、あるいは減額

されても当然という考え方に基づくものです。

非難されるべきなのは基地騒音ではなく、騒

音を知りながら基地（危険）に接近してきた原

告たちだというのです。

２. しかし、多くの原告は、基地騒音被害の実

態を知らずに、コンター内に転入してきていま

す。また、騒音被害を知っている原告も、子ど

もの通学や親の介護などやむを得ぬ理由で、コ

ンター内に転入してくるのが実態です。原告住

民に対して、騒音被害を容認して基地周辺に移

り住んできたなどと非難するのは全くお門違い

（３ページへ続く）
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昨夏に続き世田谷区の大東学園高校の生徒さんたちが，

平和学習として米軍横田基地見学に訪れ原告団が案内を

しました。拝島駅北口から国道１６号線を北へ向かい初

めにドン･キホーテ３階の大きなガラス窓から基地を眼下

に眺望、その後瑞穂町の郷土資料館「けやき館」のロビー

床に常設されている横田基地の縮尺地図を見て基地の大

きさを体感しました。

けやき館を後にしてゲリラ豪雨の中、車を走らせＩＨ

Ｉ瑞穂工場脇を通り、基地南側サウスゲートに到着した

ときは幸運にも小雨に。 車の外に出てゲートから基地

を見ることが出来ました。

さて、生徒さんたちはどのような感想を持ってくれた

でしょうか。この日の感想をすぐにメールという手段で

引率の先生に送信し，原告団事務所におくってください

ました。生徒さんらの感想を紹介します。

です。

３. 非難されるべきはむしろ、国の方です。

国は過去、幾多の判決で横田基地周辺の騒音が

受忍限度を超えた違法なものであるということ

を指摘され続けていながら、夜間飛行の差止め

などの抜本的な騒音対策を行っていません。

４. 第１次訴訟高裁判決も危険への接近論を

全面的に否定しました。さらに、原告ら住民が

繰り返し訴訟を提起せざるを得ない状況につい

て「法治国家のありようから見て，異常の事態」

として、抜本的な対策を取ろうとしない国の無

責任ぶりを厳しく断罪しています。もちろん、

他の基地訴訟の判決でも「危険への接近」の主

張は明確に否定されています。これはもう過去

の争点になったと言えるでしょう。

５．ところが国はいまだにこの理論に固執し、

一審の最終段階で、仮に、転入時期を基準にし

た一律の「危険への接近」法理の適用が認めら

れなかったとしても、少なくともコンター内外

の転入、転出を繰り返した原告等に対しては、

騒音の状況を十分に認識していたのだから、

「危険への接近」を適用すべきだという主張を

追加して行ってきました。この点は、一審では

十分に議論がなされなかったため、高裁での争

点になる可能性があります。

今日の横田基地の話では、横田基地の広さや、

法律のこと、税金のこと、騒音問題のことを学

ぶことができました。特に、騒音問題のことが

心に残りました。エンジン音が与える影響が基

地周辺よりも、ずっと遠くにひろがることや、

その問題が、違う場所の基地でもあること。私

はこの問題について、いち早く対応すべき対応

を政府は何故受け入れないのかということが不

思議に思いました。今後は、基地問題のことも

普段から考えていこうと思いました。（Ｎさん）

横田基地を初めて自分の目で見てあまりにも

大きいと思った。地図上で見ても家が何千件も

建ちそうだと思った。（Ｏさん）

米軍基地と言われても、あまりパッとしなかっ

たが、今日、横田基地周辺から見学して、大き

さや騒音などのことが知れ、考えさせられまし

た。とても日本にとっては理不尽な事が多く、

何とかならないものかと思いました。今日のよ

うな機会を与えてもらって良かったです。（Ｓ

さん）

今日、横田公害訴訟の話をはじめての聞けて良

かったです。僕は軍とかにはプラス思考ですが

その他の意見もあることを知りました。ありが

とうございます。（Ｙさん）

けやき館では横田

基地の縮尺地図の

上に足をのせ、外

の小さい民家と基

地内の米軍住宅の

広大さを実感。

サウスゲートから広大な基地を眺望
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原告団活動日誌

7/12 原告団ニュース第３７号発行、発送作業

7/14 原告団ニュース編集作業

7/16 公正判決要請署名活動＠フレンドシップパーク

7/19 公正判決要請署名2500筆を提出（地裁民事１部）

7/20 第５４回原告団会議

7/22 第五次厚木爆音訴訟原告団結団式に出席

7/24 弁護団会議に出席

7/25 大東学園高校平和学習で基地見学案内

7/26 昭島支部会議

8/3 全国基地連事務局長会議に出席

8/3 八王子･日野支部対市交渉

8/4 第五次厚木爆音訴訟横浜地裁提訴～報告集会
に参加

8/6 昭島支部 署名用紙投函行動

8/13 昭島都営団地公正判決署名回収行動

8/14 定例事務局会議

8/17 第５５回原告団会議

8/20 瑞穂支部 署名用紙投函行動

8/22 弁護団会議に出席

8/23 オスプレイ横田配備反対連絡会会議

8/25 原告団ニュース編集会議

8/27 瑞穂箱根ヶ崎公正判決署名回収行動

8/29 臨時事務局会議

8/31 全国公害被害者総行動実行委員会出席

9/5 公正判決要請署名3537筆を提出（地裁民事１部）

臨時原告団会議

署名のご協力ありがとうございました

◆ぜん息医療費助成署名 ２２０筆
◆福島原発訴訟「公正判決を求める署名」４８１筆
◆第２次新横田訴訟「公正判決を求める署名」６２４１筆

7月～８月は支援団体への公正判決署名要請行動に
取り組みました。

７月１１日、福島原発賠償「生業」訴訟の

方々と共同で、立川周辺の支援者に公正判決

署名の要請をしました。横田からは清水訴訟

団事務局長、支援者の糀谷明さんと私が参加

しました。 当日は、①三多摩健康友の会②

三多摩労連③東京西部一般労組④東京土建・

多摩西部支部⑤同西多摩支部⑥同村山大和支

部を回り、どこも快諾して頂きました。私は

８月９日に地元の世田谷区職労にも署名を頼

み、署名用紙１０００枚を送付しました。
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９月２４日(日）午前１１時～正午
立川駅北口サンデッキ

猛暑が続いていた８月１３日、昭島市松原

都営団地で署名への協力を訴えました。１週

間前に事前投函しておいた署名用紙を一軒一

軒訪問して回収する行動です。この日は１４

名で１時間ほど約４００世帯を訪問し、１７

３名分の署名が集まりました。

２週間後の８月２７日は瑞穂町箱根ヶ崎駅

周辺の約２００世帯を７名で訪問し、８６名

分の署名が集まりました。

原告団に参加していなくとも、騒音の被害

感は皆同じだと実感した行動でした。


